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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】平成20年5月22日(2008.5.22)

【公表番号】特表2003-512931(P2003-512931A)
【公表日】平成15年4月8日(2003.4.8)
【出願番号】特願2001-534724(P2001-534724)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｄ  15/04     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  49/00     (2006.01)
   Ｃ０２Ｆ   1/42     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  51/47     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  53/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｄ  15/04    　　　　
   Ｂ０１Ｊ  49/00    ＺＡＢＧ
   Ｃ０２Ｆ   1/42    　　　Ｄ
   Ｃ０７Ｃ  51/47    　　　　
   Ｃ０７Ｃ  53/18    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年4月1日(2008.4.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　フッ素化された乳化剤という用語は、発明に従った方法が好ましくは適用できる、化学
式ＣＦ3（ＣＦ2）nＣＯＯＨ（ｎ＝３～１０）を有する完全フッ素化されたアルカン酸、
特にＰＦＯＳを主に意味するものとする。しかしこの用語は、化学式ＸＣＦ2（ＣＦ2）n

ＣＯＯＨ（Ｘ＝ＨまたはＣｌ、ｎ＝３～１０）を有する部分的にフッ素化されたアルカン
酸、化学式ＸＣＦ2（ＣＦ2）nＳＯ3Ｈ（Ｘ＝Ｈまたは好ましくはＦ、ｎ＝３～１０）を有
する完全フッ素化されたまたは部分的にフッ素化されたアルカンスルホン酸、およびペル
フルオロ－［（β－プロポキシ）プロピオン酸］をも包含する。フッ素化された乳化剤は
［（ＣＦ2）nＯ］基（式中、ｎ≧２）を含むこともできる。これらのフッ素化された酸乳
化剤は、発明の方法に従って溶出できる。また列挙したフッ素化された酸乳化剤の混合物
、特にＰＦＯＳを主成分として含有するものは、吸着し溶出することができる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】



(2) JP 2003-512931 A5 2008.5.22

【表４】

　本願発明に関連する発明の実施の形態を以下に列挙する。
　本願発明に関連する発明の第１の実施の形態が、少なくとも１つのアンモニアを含有し
１５０℃未満の沸点を有する水混和性有機溶剤による、軽度から中程度に塩基性の陰イオ
ン交換樹脂からのフッ素化された乳化剤の回収方法に関する。
　本願発明に関連する発明の第２の実施の形態が、上記第１の実施形態において、乳化剤
がペルフルオロアルカン酸、特にペルフルオロオクタン酸の１価の塩であることを特徴と
する方法に関する。
　本願発明に関連する発明の第３の実施の形態が、上記第１または第２の実施形態におい
て、溶剤またはその成分が１１０℃未満の沸点を有することを特徴とする方法に関する。
　本願発明に関連する発明の第４の実施の形態が、上記第１～第３のいずれかの実施形態
において、溶剤がメタノールであることを特徴とする方法に関する。
　本願発明に関連する発明の第５の実施の形態が、乳化剤をリサイクルするために、上記
第１～第４のいずれかの実施形態の方法に従って得られる溶出液を使用する方法に関する
。
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